
２００７年 望洋荘便り ２１頁 

 

  
 

 

脈
を
診
る
だ
け
で
わ
か
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 
 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 
 

滉 

 
 

 

こ
こ
に
一
人
の
病
人
が
い
る
。
そ
の
病
人
が
医
師
に
診
療
を
求
め
て
き
た
と
き
に
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
診
断
が
始
ま
る
。
問
診
と
視
診
と
が
同
時
に
始
ま
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
触
診
、
打
診
、

聴
診
と
進
み
な
が
ら
も
、
こ
の
間
ず
っ
と
問
診
と
視
診
は
続
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
診
断
は
問
診
と
視
診
か
ら
始
ま
り
、
問
診
と
視
診
に
終
わ
る
、
と
い
っ
て
も
よ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
寄
席
（
落
語
会
）
で
の
噺
家
は
舞
台
に
出
て
高
座
に
上
が
る
時
か
ら
す
で
に
客

人
の
雰
囲
気
を
の
み
こ
み
枕
噺
を
し
な
が
ら
本
筋
に
入
り
、
落
ち
に
持
っ
て
い
く
の
と
似
て
い

ま
す
。 

 

診
察
の
中
で
、
触
診
の
一
つ
に
、
脈
診
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
、
医
者
が
診
察
す
る
こ
と
を

脈
を
診
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
脈
を
診
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
判
る
も
の
で
す
。

実
際
に
、
脈
を
診
る
と
は
、
脈
拍
数
と
脈
の
整
・
不
整
の
み
を
診
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
多
く

の
方
が
居
る
の
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
。
脈
の
緊
張
の
良
否
で
血
圧
が
推
定
で
き
る
場
合
も

多
く
、
不
整
脈
が
あ
る
場
合
、
心
音
を
聴
き
な
が
ら
脈
を
診
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
不
整
脈
が

期
外
収
縮
で
あ
る
の
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
脈
拍
欠
損
が
一
分
間
に
十
個
以

上
あ
れ
ば
、
心
臓
に
異
常
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
う
事
も
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
動
脈
壁

に
弾
力
性
が
な
く
、
緊
張
が
非
常
に
よ
く
て
、
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
う
ね
っ
て
い
る
動
脈
を
触
れ
た

ら
、
動
脈
硬
化
の
た
め
の
収
縮
性
高
血
圧
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
触
診
で

の
脈
の
鋭
鈍
を
観
察
す
る
に
、
大
き
な
強
い
鋭
脈
を
触
れ
れ
ば
、
大
動
脈
閉
鎖
不
全
と
か
甲
状

機
能
亢
進
と
か
、
貧
血
と
か
を
考
え
る
目
安
に
も
な
り
ま
す
。
時
に
は
、
左
右
の

手
を
取
っ
て
同
時
に
両
方
の
脈
を
診
る
こ
と
に
よ
り
、
大
動
脈
症
候
群
の
患
者
を

見
つ
け
出
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。 

 

脈
を
診
る
と
き
に
は
、
当
然
優
し
く
患
者
様
の
手
に
触
れ
な
が
ら
、
相
手
の
温

も
り
の
度
合
い
を
感
じ
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
私
た
ち
の
暖
か
い
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
望
洋
荘
の
看
護
師
は
勿
論
の
こ
と
介
護
士
も
他
の
職
員

も
、
朝
に
夕
に
入
所
様
に
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
お
願
い
し

ま
す
。
暖
か
い
手
を
差
し
伸
べ
な
が
ら
、
相
手
の
手
か
ら
感
じ
て
く
る
脈
動
を
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
方
の
そ
の
日
の
元
気
の
度
合
い
、
体
調
が
見
え
て
く
る

で
し
ょ
う
。 

 

手
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
入
所
様
に
付
き
添
い
、
家
族
の
一
員
と
な
っ
て
優
し

い
言
葉
を
掛
け
な
が
ら
手
を
通
し
て
互
い
に
心
に
脈
打
つ
も
の
が
感
じ
ら
れ
れ
ば

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
腕
を
組
み
合
わ
せ
た
そ
の
温
も
り
に
常
に
脈
を
診
な
が
ら

常
に
生
活
を
共
に
し
、
入
所
者
様
が
天
寿
を
全
う
出
来
る
そ
の
時
ま
で
優
し
く
脈

を
看
取
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ね
！
。 
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 望洋荘は今この時期の花が満開を迎えてい

ます。理事長をはじめ、花好きの職員が多く施

設の周りにあちらこちらと花々が咲き開いて

おります。6 月 2 日(土)にはそれらの花々を切

り集めて、入居者様に配りました。それぞれ自

分流に色とりどりの花を束ねて、自分のお部屋

やユニットのホールに飾られていました。 
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六
月
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
「
り
ん
さ
く
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
開
店
し
ま
し
た
。
商
品
は
事
前
に
入
居
者
様
よ
り
要

望
を
聞
き
、
日
用
雑
貨
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
飲
み
物
（
お

酒
も
含
む
）
、
お
菓
子
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
取
り
揃
え

ま
し
た
。
特
に
お
菓
子
は
、
人
気
が
高
く
あ
っ
と
い
う
間
に

売
り
切
れ
と
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
会
場
に
は
無
料
の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
た
こ
焼
き
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
ジ
ュ
ー

ス
に
ビ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、
焼
き
た
て
の
た
こ
焼
き
、
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
が
美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。 

                  

                     

六
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
に
て

「
父
の
日
」
を
祝
う
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
男
性
の
入
居

者
様
へ
各
自
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に

女
性
の
入
居
者
様
よ
り
お
祝
い
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

皆
様
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
歌
好
き
の
入
居
者
様
が
集
ま
り
、
職
員
の

ギ
タ
ー
伴
奏
で
童
謡
や
演
歌
な
ど
約
１
時
間
に
渡
り
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

   

五
月
三
〇
日
（
水
）
と
六
月
六
日
（
水
）
の
二
回
に
別
れ

て
、
鹿
島
の
エ
ブ
リ
ア
に
買
い
物
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
店
内
で
は
各
人
自
由
に
買
い
物
や
軽
食
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ど
の
入
居
者
様
も
店
内
で
は
と
て
も
生
き
生
き
と

さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
物
に
触
れ
た
り
、
見
た
り
職
員
に

何
を
買
お
う
か
な
ぁ
～
等
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
終
え
る
と
皆
様
、
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
。
ま
た
皆
で
来
た
い
ね
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

                  

「
施
設
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
多
目
的
ホ
ー
ル 

「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

「
父
の
日
」
を
祝
う
会 



川柳 川柳 師匠  
（第 90 回いわき寄席 H17.1.24）  

今はただ 
小便だけの 

道具なり  

古今亭 菊之丞 師匠  
（第 98 回いわき寄席 H18.6.22）  

 
ことぶき 

かぎりなし  

古今亭 菊之丞 師匠  
（第 98 回いわき寄席 H18.6.22）  

ぼうふらも 
蚊になるまでの 

浮き沈み  

古今亭 菊之丞 師匠  
（第 98 回いわき寄席 H18.6.22）  

 
得 欲 

川柳 川柳 師匠  
（第 90 回いわき寄席 H17.1.24）  

噺家を 
ふとトチらせる 

バカ笑い  

川柳 川柳 師匠  
（第 90 回いわき寄席 H17.1.24）  

今はただ 
飯食うだけの 

夫婦なり  

川柳 川柳 師匠  
（第 90 回いわき寄席 H17.1.24）  
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

川
柳 

川
柳
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第
九
〇
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
七
年
一
月
二
四
日 

 
 

（
演
目
）
ガ
ー
コ
ン
、
ジ
ャ
ズ
息
子 

 
 

 

                    

            

古
今
亭 

菊
之
丞
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第
九
八
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
八
年
六
月
二
二
日 
 
 

（
演
目
）
転
失
気
、
紙
入
れ
、
愛
宕
山 

             

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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七
月
四
日
（
水
）
午
前
九
時
三
〇
分
～
十
一
時
三
十
分 

 
 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
菖
蒲
園
見
学
」 

 

七
月
二
二
日
（
日
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

豊
間
・
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
ス
イ
カ
割
り
大
会
」 

 

七
月
二
三
日
（
月
）
午
前
九
時
～ 

一
階
会
議
室 

 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
参
議
院
議
員
不
在
者
投
票
」 

 

七
月
十
日
（
火
）
午
後
二
時
～ 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

「
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部
」 

 

七
月
二
六
日
（
木
）
午
前
十
時
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
ス
イ
カ
割
り
大
会
」 

 

【
七
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

七
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

 
 

薄
磯 

伊
庭 

廣
重
様
（
八
二
歳
）
誕
生
会 

 

七
月
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

六
月
二
四
日
生
ま
れ
（
九
五
歳
） 

 
 

豊
間 

金
澤
ヒ
フ
ミ
様
誕
生
会
・
快
気
祝
い 

 

七
月
一
七
日
（
火
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

豊
間 

白
岩
ハ
ナ
子
様
（
九
五
歳
）
誕
生
会 

 
         

平
成
一
八
年
度
決
算
報
告
（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
） 

七
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 
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｢社会福祉法人りんさく福祉会｣平成 18 年度決算報告（H18/4/1～H19/3/31）が役員会総会(理事会・評議委員
会)にて承認されましたので、上記の通りご報告させて頂きます。前年度に比較して、収入の部では特養・短期入
所とも厳しい状況でありましたが、空室期間の短縮及び、平均介護度のアップ。また 5 月より新たに居宅介護支
援事業所(いわき市小島町)を開設した事もあり、前年比 103％と増収する事が出来ました。支出の部でも、全職
員が経費削減に努めた効果もありまして、前年比 99％に抑える事が出来ました。今後も入居者の皆様方が安心し
て暮らし続けていける為にも、継続して持続性の高い施設運営に務めてまいります。 
 


